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89　　　　 卵巣刺激周期に おけ る 尿 中微量LH動

態の解析

90　　　 自己抗体陽性の 反復流産患者に対す る
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【目的】正常月経周期に お け る簡易 EIA 法 に よ る

尿 中微量 LH測定 の 有用性に つ い て は す で に 本学会

で 報告 して い るが ，今回は卵巣刺激周期に おけ る

尿中微量田 値の 動態を解析 し，排卵予知 の 可能性

に っ い て検討を加え た 。 【方法】測定キ ッ トは ヒ

ッ ジ よ り抗田 ポ リク ロ ナ ール 抗体 ， マ ウ ス よ り抗

LH モ ノ ク ロ ナール 抗体を作成 し，　 Ist−LHを標準液

とした EIAに よ る もの で あ る 。 対象は排卵障害婦

人42名．50周期で あり，ク ロ ミフ ェ ン 刺激周期群

（C群）は 24周期，ゴ ナ ドトロ ピ ン 刺激周期群（G群

） 26周期 で ある 。 卵胞計測は経膣プ ロ
ーブで 連 日

測定 し，首席卵胞消失前 日 を排卵 日（DayO）と した

。最大卵胞径 15mmとな っ た時点で ，本法 で 尿 中LH

の 微量測定を行 い ，同時 に HETT法で 尿中エ ス トロ

ゲ ン を，血 中 E2 ，LHは RIA法で 測定 し，頚管粘

液ス コ ア （CMS） も算 出 した。 【成績】本 キ ッ トの

同時再現性は良好で ，HCG は 100mIU／ml ，　 TSHは0，1

皿IU／m1 で は交叉反応 は 認め られず，血 中LHと もよ

く相関 した（r＝0．7743，p＜ ．　Ol）。 尿 中LHの DayOの

陽性率 は C 群 で 100％，G 群で 61．5％（感度20皿IU／ml

）で あ り， G 群で は LH高値例の うち半数 に OHSSが

発生 した 。 陽性 日の 平均卵胞径は C 群 19．　1田 m， G

群20．4mmで ，子宮内膜の 厚さ は C 群 9．3旧m ，G 群

11．9皿皿，CMS は C 群で 2．5点，　 G 群で 8．8点で あ

っ た。　【結 論】本法 に よる尿中微量LH測定は 目然

排卵周期の み な らず．卵巣刺激周期 の うちク ロ ミ

フ ェ ン 療法時の 排卵予知に きわ め て 有用で あ っ た

。ゴ ナ ドトロ ピ ン 療法の排卵予知率は満足す る も

の で は な くむ しろ．OHSSの 発生の 予知に有用で あ

る と思わ れ る 。 今後不妊症 の 管理 へ の 応用が期 待

さ れ る 。

【目的 】反復す る流産の 原因 の
一

つ に抗 リ ン 脂質

抗体等の 自己抗体の 関与が注 目され て い る。 今回

反復流 産歴 を 有し， 抗 リン 脂 質抗体症候群 を含 め

た 自己 抗体陽性例 に 対 して プ レ ドニ γ と低 容 量 ア

ス ピ リ ン 療法 を妊娠初期 よ り施行し ， 抗体価 の 推

移 とそ の 臨床成績 を検討 した 。

【方法 】2 回以上の 原因不 明 の 反 復流産患 者 で 自

己免疫疾患の 診断は 受けて い ない 自己抗体陽性妊

婦 11例 （未産婦 9 例 ， 経産婦 2 例 ）を対象と し ，

プ レ ドニ ン （20即 ／ 日 ）， 低容量 ア ス ピ リ ソ （81

mf ／ 日 ）療法 を妊娠 初期よ り施行し た 。

【成績 】  治療 前の 抗核抗体（抗体価 ： sp 　80 〜

640倍 ）陽性例 は全例 で あ り， こ の うえ， さ らに

lupus 　 anticoagulant （LAC ）陽性 を伴 う症

例 は 1 例 ， 抗 カ ル ジ オ リ ピ ン （CL ）抗体 1gM

上昇 を伴 う症例 は 2 例 ， 抗 SS − A 抗体 を 認 めた

症例 は 1例 ，
apTT 延長を認 め た症例 は 1 例 ，

IgG 高値例は 2例 で あ っ た 。   治療開始以後，

抗核抗体を含む各 種抗体価の 減少傾 向が認め ら牝

全例 IgG は 100 皿 e／de以下 の 低下 を認め た 。

  11例 中 3 例 は 分娩に 至 り，
8 例 は 初期流産 を免

れ 妊娠経過は 順調で あ り母児共に 異常所見は認 め

られ て い な い
。

【結論 】  自己抗体を 有す る反復流 産症例に対し ，

プ レ ド ニ ン
， 低 容量 ア ス ピ リ ン 療法を施 行 し ， 全

例順調に経過 しそ の 有効性が認め らn ンヒ。   lgG
，

抗核抗 体価の 減 少に ょ り妊 娠継 続が 得られ た こ と

か ら ， 自己抗体が 流産の 原 因の 一
つ と して関与し

て い る可能性が示唆 され た 。
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